








1.メザンギウム細胞の増殖を主体とした小児の慢性腎炎において,運動の長期負荷(3 年 3

ヶ月～6ヶ月)について検討した。運動負荷群の負荷量:%BMR=130 位までは腎機能の増悪を

認めなかった。2.経過観察を通して,不適当な運動負荷は,尿所見の増悪のみならず,腎機能

の増悪因子の一つである可能性が推測されたが,疾患の病勢,治療,コンプライアンス,生活

指導管理の徹底の有無などと複雑にからみあっており、小児の慢性腎炎における運動許容

量は、個々の症例の注意深い経過観察が大切であると思われた。 


